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目的

イソフラボンは大豆に豊富に含まれ、抗ガン作用や

骨粗鬆症予防効果を有する機能性成分である。大豆に

含まれるイソフラボンのほとんどは配糖体として存在

しており、腸管における吸収率は 2割程度とされてい

る。一方、配糖体をβ グルコシダーゼで処理するこ

とにより生じるアグリコン型イソフラボン（Isoflavone

aglycione: IA）を摂取した場合には、配糖体を摂取

した際に比べてその吸収率が約 3倍に向上すると言わ

れている。よって、予め食品中に含まれる IA量を増

加させることができれば、イソフラボンの吸収効率を

飛躍的に高めることができる。

わが国の伝統的な大豆発酵食品として知られる納豆

にも大豆由来のイソフラボンが豊富に含有されている

が、IAはほとんど含まれていない。本研究では、納

豆に IAが少ない要因を解明することを目的として、

枯草菌の一種である納豆菌と、枯草菌の実験室株であ

る 168株の IA生成能（大豆固体培地におけるβ グル

コシダーゼ活性および IAの生成量）の比較を行った。

方法

1. 培養（発酵）試験

乾燥大豆を浸漬後、吸水した大豆のオートクレーブ

処理により煮豆を調製し、大豆固体培地とした。大豆

固体培地に、LB培地を用いて前培養した納豆菌もしく

は 168株を植菌後、発酵処理（37℃, 7日間）を行った。

2. β グルコシダーゼ活性

基質として p nitrophenyl β D glucopyranoside

を用い、菌体液との混合液を調製後、37℃, 2hの酵素

反応を行った。遊離した p nitrophenolによる発色を

分光光度計を用いて測定することにより活性を求めた。

3. イソフラボンの分析

発酵物を凍結乾燥器により粉末化後、メタノール抽

出を行い、その乾燥物を HPLC用の試料として用い

た。HPLCは、（株）島津製作所（京都）の HPLCシ

ステムを用いて分析を行った。

結果

1. β グルコシダーゼ活性

納豆菌では、枯草菌 168株に比べて極めて低い活性

であった。

2. IAの生成

168株では、アグリコン型である Daidzeinおよび

Genistein が 2 日目以降に増加したが、納豆菌では

2日目で微増したものの、その後、ほとんど変化しな

かった。

考察

本研究により、納豆菌では枯草菌 168株に比べてβ

グルコシダーゼが極めて低く、またそれに応じて、

納豆菌による IAの生成はほとんど生じないことが分かっ

た。納豆菌は枯草菌 168株の近縁種であるにも関わら

ず、このような違いが見られる要因として、クオラム

センシング（QS）機能（菌体増殖時に見られるさまざ

まな物質生産機能）の相異が可能性として考えられた

が、QS関連遺伝子欠損株のβ グルコシダーゼに 168

株との大きな差は認められなかった（データ非公開）。

よって今後、RNA seq解析による比較解析により、

納豆菌と 168株におけるβ グルコシダーゼ活性の相

異に関して、その要因の解明を試みる予定である。
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